
県総体・県新人大会岐阜地区予選運営マニュアル 運営担当校用 

岐阜地区高体連テニス部 ２０１２．４．１９ 

 

  事前準備  ドロー会議において持ち帰る物品 

         ①ホワイトボード（公営コートにはないところもある）       □ 

         ②ホワイトボードマーカー                    □ 

         ③イレーサー                          □ 

         ④マグネット（試合中や待機を示すため）             □ 

         ⑤ボールペン、サインペン                    □ 

         ⑥セロテープ                          □ 

         ⑦鉛筆（審判用紙記入用・コート面数分の本数＋予備）       □ 

   ⑧ストップウォッチ（コート面数分）               □ 

⑨審判カゴ（コート面数分）                   □ 

   ⑩審判用ボード（コード面数分）                 □ 

   ⑪審判用紙（総試合数＋予備）                  □ 

   ⑫ボール（その会場での試合出場者数＋予備）           □ 

         ※②～⑧については 

           学校会場・・・会場の学校で準備 

           公営コート・・・運営担当校がドロー会議時に持ち帰る 

             公営コート分について不足分は運営担当校と相談し 

どちらが準備するかを決める 

 

        試合前日までにやること 

         ・審判用紙の記入 

           （日付、初回対戦の選手名など、書ける部分は生徒に書かせておく。） 

 

  試合当日  会場担当地区理事の指示により、本部運営を行う。 

        試合前 

・８：１５までに会場に集合する 

         ・学校会場の場合、会場校の選手の練習は８：１５までに終える。 

・本部の設営   机・椅子などの準備、ドロー表の貼り付け 

         ・コートの設営  スコアボード、シングルススティック  

         ・審判用具の準備 □審判かご  □審判用紙  □ストップウォッチ 

                  □鉛筆    □ボード 

         ・受付      ドロー表を使用して、受付した選手のチェックを行う 

（８：４０）  団体戦のときは、オーダー用紙の確認も行う 

                  （登録順位のとおり、記載されているかの確認） 



 

        試合中  

         ・ボールと審判用紙を次の試合の審判に渡す 

         ・記入済みの審判用紙を受け取り、記入漏れがないかを確認する 

         ・審判用紙が提出された試合のスコアをドロー表に順次記録する 

            （全試合終了後、清書して一枚にまとめる） 

         ・団体戦のときは、オーダー用紙の確認も行う 

 

        試合後 

         ・本部の撤収 

         ・結果の集約 

           □審判用紙がすべての試合分そろっているか 

           □ドロー表に勝ち上がりと、スコアについて記入漏れがないか 

            （※タイブレークのスコアまで正しく記入されていることを確認） 

・地区理事に以下のものを渡す 

           □審判用紙   

□試合結果を記入したドロー表  

 □余ったボール 

           □審判用具一式（かごなど） 

           □運営用具一式（ホワイトボードなど） 

             ※ただし、会場に預ける場合もあり（地区理事に確認） 

              最後に物品の個数を必ず確認すること 



県総体・県新人大会岐阜地区予選運営マニュアル 運営担当理事用 

岐阜地区高体連テニス部 ２０１２．４．１９ 

 

  事前準備 

 ①ドロー表（本部掲示用・受付用・試合結果記入用・予備２、３部） □ 

       ②ホワイトボード（公営コートにはないところもある）       □ 

       ③ホワイトボードマーカー                    □ 

       ④イレーサー                          □ 

       ⑤マグネット（試合中や待機を示すため）             □ 

       ⑥ボールペン、サインペン                    □ 

       ⑦セロテープ                          □ 

       ⑧鉛筆（審判用紙記入用・コート面数分の本数＋予備）       □ 

         ※②～⑧については 

           学校会場・・・会場の学校で準備 

           公営コート・・・運営担当校がドロー会議時に持ち帰る 

             公営コート分について不足分は運営担当校と相談し 

どちらが準備するかを決める 

 

  試合当日 

       試合前 

       ・８：１５までに会場に行き、運営担当校の生徒、顧問に仕事内容を伝える 

       ・本部の設営   机・椅子などの準備、ドロー表の貼り付け 

       ・コートの設営  スコアボード、シングルススティック、ネットの張り具合の確認  

                危険なものが落ちていないかなどの確認 

                （岐阜市営コートは８：３０以降に設営する） 

       ・審判用具の準備 □審判かご  □ジャッジペーパー  □ストップウォッチ 

                □鉛筆    □ボード 

       ・試合進行の準備 オーダーオブプレイの作成（ホワイトボードへの記入） 

       ・受付      受付は試合時の服装で、ラケット、帽子（使用する場合） 

       （８時４０分）  服装・・ロゴの違反がないかの確認 

                ラケット・・ステンシルマークの有無を確認 

       ・諸注意     生徒の整列 

       （８時５０分）  試合の注意事項 

                会場ごとの注意事項（駐輪場の場所の指示や公園でのマナーなど） 

 

 

 



       試合中  

       ・試合がルール通り進行しているかの確認 

       （審判、ボールパーソンの適切な配置、ポイント間の時間が守られているか） 

       ・試合の記録、ジャッジペーパーの回収が滞りなくできているかの確認 

       ・試合進行 

       ・使用済みボールは敗者に持ち帰らせる 

       ・ブロック優勝者には、未開封のボールを渡す 

    

 

       試合後 

       ・本部の撤収 

       ・コートの整備の確認 

       ・コート予約時間帯の確認→コート開放を希望する学校の希望を集約し調整 

       ・結果の集約 

         □審判用紙がすべての試合分そろっているか 

         □ドロー表に勝ち上がりと、スコアについて記入漏れがないか 

           （※タイブレークのスコアまで正しく記入されていることを確認） 

・地区委員長に以下のものを渡す 

        （当日渡せない場合は、県大会出場者・ラッキールーザーの報告のみ当日中に） 

         □審判用紙   

         □審判用具一式（かご等） 

         □運営用具一式（ホワイトボードなど） 

□試合結果を記入したドロー表 

  □余ったボール 

   ※ただし、会場に預ける場合もあり（地区委員長に確認） 
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